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令和４年度 第１回こみっとフェスティバル実行委員会 会議の概要 
 

日時 

及び場所 

令和４年４月27日（水）14:00 ～15:15  

水戸市役所２階 市民協働会議室「こみっとルーム１・２」 

参加者 団体：いばらきエコの会，茨城県世界青少年コミュニケーションクラブ，NPO法人

ちいきの学校，公益社団法人いばらき被害者支援センター，子育ち支援ビ・リーフ

，にこにこ食堂,認定NPO法人茨城NPOセンター・コモンズ グッジョブセンターみと

，水戸市環境保全会議，水戸黄門愛好会,一般社団法人大学女性協会茨城支部,聴覚

障がい者就労支援施設工房 ふくろう 

水戸市：白石,入野,浅川 … (事務局）(矢部3/28～5/8 保健所応援のため欠席） 

 

 

 

 

内 容 

（要旨） 

 

(1) 実行委員会役員について 

・ 事前のアンケート結果を基に，委員を市で指名し，互選により，委員長１名，

副委員長１名，監事２名を選出し，実行委員会全般の運営を市と協働で進めて

いく。 

・ 実行委員会役員について，下記のとおり選出した。※敬称略 

 【委員長】 小林 信彦（NPO 法人ちいきの学校） 

 【副委員長】 菊池 薫（子育ち支援 ビ・リーフ） 

 【監 事】 菊池 正文（茨城県世界青少年コミュニケーションクラブ） 

       塙 直子（にこにこ食堂） 

 ・ 会議については，会議の概要を，市ホームページにより公表していくことで了

承を得た。 
 
(2) こみっとフェスティバル実行委員会要項の一部改正(案)について 

 ・ 一部改正は，第 7 条に「相談役」を新たに設け，必要に応じ，前任の委員長を

もって，相談役に充てることとし，相談役は，会議に出席して意見を述べるこ

とができるもので，全会一致で承認された。※敬称略 

  【相談役】 髙橋 正道（水戸市環境保全会議） 
 
(3)「第 10 回記念こみっとフェスティバル 2022」実績報告について 

(4) 令和３年度第 10 回実行委員会会議の概要等について 

・「第 10 回記念こみっとフェスティバル 2022」及び「令和３年度第 10 回実行委

員会会議の概要等」について，実績を確認するとともに，来場者からのアンケ

ート結果などを踏まえ，「第 11 回こみっとフェスティバル 2023」につなげて

いくこととした。 
 
(5)「第 11 回こみっとフェスティバル 2023」実施要項(案)について 

→ 資料訂正 

 誤 正 

(案 1) 令和５年２月 19 日（土） 令和５年２月 18 日（土） 

(案 2) 令和５年２月 20 日（日） 令和５年２月 19 日（日） 

(案 3) 
令和５年２月 19 日（土） 令和５年２月 18 日（土） 

令和５年２月 20 日（日） 令和５年２月 19 日（日） 
 
 ＜開催する会場・時期＞ 

・本年度もイオンモール水戸内原の会場を借用し，こみっとフェスティバル開催の 

意向を決定したが，開催する会場と時期は，今回の提案を基に検討し，次回(5/18 

第２回)実行委員会において協議決定とすることとした。 

 



 

- 2 - 

 

 

・ 開催日時【予定】 

 期日 時間 備考 

(案 1) 令和５年２月 18 日（土） 

午前 10 時から午後４時 

１日のみ開催 

(案 2) 令和５年２月 19 日（日） １日のみ開催 

(案 3) 
令和５年２月 18 日（土） 

２日間開催 
令和５年２月 19 日（日） 

 
 ・ 会場【予定】 

 イオンモール水戸内原 

(案１と２) １Ｆメインコート及び２Ｆイオンホール 

(案３) １Ｆメインコートのみ 

 

 ＜テーマ＞ 

  つなげよう 広げよう こみっとの輪 
 
 ・ イベント内容【予定】 

   

案

1・2 

１Ｆメインコート 活動発表又は展示(相談・交流コーナー兼ねる) 

２Ｆイオンホール 物販・体験又は展示(相談・交流コーナー兼ねる) 

案３ １Ｆメインコート 
動画放映による活動発表コーナー 

物販・体験又は展示(相談・交流コーナー兼ねる) 
 
(6) スケジュールについて 

・ 事務局（案）のとおり決定した。 

(7) 令和４年度予算（案）について 

・ 令和４年度の予算を決定した。 

質疑応答 

Ｑ：市補助金額（上限）を引き上げることはできないか。 

Ａ：前年度決算額のとおり，予算額を使い切れていないので，引き上げの前に，先 

ずは予算を有効に使い切ることとしたい。 

 

【次回に向けて】 

・ 前年度２つの分科会において，情報共有をもっと工夫した方がよかったという 

反省を受けて，今後は，分科会を細分化して３～４つに増やしてはいかがか。 

 

以上 

 

 


